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去
る
３
月
26
日
安
全
部
で
は
４
回
目
の

Ａ
Ｅ
Ｄ
一
般
講
習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
中
に
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
っ
て
何
？

と
思
っ
て
い
る
方
が
ま
だ
ま
だ
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
全
く
初
め
て
の
方
に
知
っ
て
頂

き
た
く
担
当
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
っ
て
？

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体

外
式
除
細
動
器
）
と

は
、
心
臓
が
け
い
れ

ん
し
血
液
を
流
す
ポ

ン
プ
機
能
を
失
っ
た

状
態
（
心
室
細
動
）

に
な
っ
た
心
臓
に
対

し
て
、
電
気
シ
ョ
ッ

ク
を
与
え
、
正
常
な

リ
ズ
ム
に
戻
す
た
め

の
医
療
機
器
で
す
。

２
０
０
４
年
７
月
よ

り
医
療
従
事
者
で
な

Ａ
Ｅ
Ｄ
で
救
え
る
命

木
田
余
東
台　
南
川 

幸
之
進　

い
一
般
市
民
で
も
使
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
病
院
や
診
療
所
、
救
急
車
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
空
港
、
駅
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
、
学
校
、
公
共
施
設
、
企
業
等
、
人
が

多
く
集
ま
る
と
こ
ろ
を
中
心
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
操
作
方
法
を
音
声
ガ
イ
ド

し
て
く
れ
る
た
め
簡
単
に
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
と
合
わ
せ
て
胸
骨
圧
迫

や
人
工
呼
吸
を
行
う
こ
と
で
一
人
で
も
多

く
の
方
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

一
分
一
秒
で
も
早
く

電
気
シ
ョ
ッ
ク
は
、
心
室
細
動
で
あ
れ

ば
ど
ん
な
時
で
も
成
功
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
時
間
と
の
勝
負
で
す
。
一
分

一
秒
で
も
早
く
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
行
う
こ

と
が
重
要
で
す
。
電
気
シ
ョ
ッ
ク
の
成
功

率
は
成
功
の
可
能
性
が
１
分
ご
と
に
７
〜

10
％
低
下
し
ま
す
。

日
本
で
は
、
救
急
車
の
到
着
ま
で
平
均

８
分
で
す
。
８
分
で
の
成
功
率
は
20
％
で

す
。
救
急
車
が
到
着
す
る
前
に
傷
病
者
の

近
く
に
い
る
私
た
ち
一
般
市
民
が
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
使
用
し
て
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
で
き
る
だ

け
早
く
行
う
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

つ
な
げ
救
命
の
連
鎖
（
心
肺
蘇
生
救
命
）

心
停
止
や
呼
吸
停
止
の
可
能
性
の
あ
る

傷
病
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
重
要
で
す
。

心
停
止
の
可
能
性
の
あ
る
方
を
発
見
し

た
ら
で
き
る
だ
け
早
く
１
１
９
番
通
報
を

行
い
、
で
き
る
だ
け
早
く
胸
骨
圧
迫
、
人

工
呼
吸
を
含
む
心
肺
蘇
生
を
実
施
し
Ａ
Ｅ

Ｄ
で
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
行
い
、
で
き
る
だ

け
早
く
医
療
機
関
で
処
置
す
る
こ
と
が
大

切
な
命
を
救
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

心
肺
蘇
生
の
流
れ

あ
、
人
が
倒
れ
て
い
る
！

①
肩
を
た
た
い
て
意
識
の
確
認
。

②
助
け
を
呼
ぶ
。１
１
９
番
に
か
け
る
人
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
持
参
す
る
人
を
指
名
（
お
願

い
）
す
る
。

③
呼
吸
の
確
認
。
胸
と
腹
部
の
動
き
を
見

て
、呼
吸
の
確
認
を
す
る（
10
秒
以
内
）。

④
30
回
の
胸
部
圧
迫
（
胸
の
真
ん
中
）。

胸
が
５
㎝
以
上
沈
む
程
度
の
強
さ
で
両

手
で
１
分
間
に
１
０
０
回
以
上
の
テ
ン

ポ
で
押
す
。
出
来
れ
ば
人
工
呼
吸
（
２

回
）

⑤
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
電
気
シ
ョ
ッ
ク
（
傷
病
者
か

ら
離
れ
る
）

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
④
と
⑤
を
繰

り
返
し
て
救
命
処
置
を
続
け
ま
す
。

多
く
の
一
般
市
民
が
そ
の
場
面
で
対
応

で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
か
け
が
え
の
な

い
命
を
救
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

安
全
部
で
は
、
今
年
度
も
５
回
目
の
講

習
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
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土
浦
市
消
防
本
部
で
は
、
参
加
人
数

が
10
名
以
上
で
あ
れ
ば
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
講

習
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
消
防
本
部
受
付
、
又
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
込
用
紙
に
て
申

請
し
て
下
さ
い
。

去
る
２
月
７
日
㈯
二
中
地
区
公
民
館
に

お
い
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
真
鍋
支
部
委

員
及
び
市
民
委
員
会
福
祉
部
員
を
対
象
と

し
た
題
記
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て

「
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
が
開

設
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
担
当
職
員
に
講
師

と
し
て
来
て
も
ら
い
、
成
年
後
見
制
度
の

基
礎
知
識
に
つ
い
て
約
一
時
間
の
講
義
を

受
講
し
ま
し
た
。

成
年
後
見
制
度
と
は
、
認
知
症
や
障
害

等
に
よ
り
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
が
、

財
産
管
理
や
日
常
生
活
で
の
契
約
を
行
う

時
に
支
援
を
す
る
制
度
で
す
。

家
庭
裁
判
所
に
選
ば
れ
た
成
年
後
見
人

等
が
、
本
人
の
利
益
を
考
え
な
が
ら
契
約

ＡＥＤ設置施設名・位置
❶つくば国際大高校土浦（体育館）	 （真鍋一丁目）
❷同　上（玄関前事務所）	 （　同　上　）
❸東邦薬品	 （真鍋二丁目）
❹土浦市民会館	 （ 東 真 鍋 ）
❺土浦第二中学校	 （　同　上　）
❻真鍋小学校	 （真鍋四丁目）
❼二中地区公民館	 （ 木 田 余 ）
❽ワークヒル（福祉センター）	 （木田余東台）
❾あおき内科クリニック	 （ 木 田 余 ）
●土浦協同病院附属診療所
　　　農村健康管理センター	 （ 真鍋新町 ）
● SHカッパープロダクツ（旧日立電線）	（ 木 田 余 ）
●静霞園（老人ホーム）	 （ 東 若 松 ）
●ケアハウスポプラ館	 （　同　上　）
●土浦工業高校（本館保健室）	 （真鍋六丁目）
●同　上（体育館）	 （　同　上　）
●つくば国際大学（本部棟）	 （　同　上　）
●同　上（体育館）	 （　同　上　）
●同　上（管理・研究棟）	 （　同　上　）
●キッズののはな	 （真鍋三丁目）
　（障害児通所施設）
●土浦第一高校（職員室）	 （真鍋四丁目）
●同　上（体育館）	 （　同　上　）
● JA土浦中央本店	 （ 木 田 余 ）
●ダイナム	 （真鍋一丁目）
●ウェルシア土浦真鍋店	 （真鍋三丁目）
●中川商事	 （真鍋一丁目）
●土浦合同庁舎	 （真鍋五丁目）
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3

編
集
部
よ
り

『
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
』

社
会
福
祉
協
議
会　
飯
村　
貴
久　

行
為
を
し
た
り
、
本
人
の
同
意
を
得
な
い

で
行
わ
れ
た
不
利
益
な
法
律
行
為
を
後
か

ら
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

研
修
当
日
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
大

変
真
剣
な
表
情
で
受
講
さ
れ
、
質
疑
応
答

も
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
、
詳
し
く
知

り
た
い
方
や
御
利
用
の
相
談
等
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
左
記
ま
で
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

土
浦
市
社
会
福
祉
協
議
会

『
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
つ
ち
う
ら
』

　

☎ 

０
２
９
・
８
２
１
・
１い

１い

５こ
う

２け
ん
に
ん

福
祉
部
員
研
修

10

11
12
13
14
15
16
17
18
19

20
21
22
23
24
25
26資料：土浦市消防本部ホームページ、他
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エ
レ
ベ
ー
タ
ー
（
Ｅ
Ｖ
）
で
４
階
に
、

さ
ら
に
高
速
Ｅ
Ｖ
で
展
望
デ
ッ
キ
（
地
上

３
５
０
ｍ
）
へ
。
子
ど
も
達
は
高
速
Ｅ
Ｖ

の
速
さ
に
も
び
っ
く
り
し
て
い
ま
し
た
。

展
望
デ
ッ
キ
か
ら
の
景
色
は
、
残
念
な

が
ら
霞
ん
で
い
ま
し
た
が
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
も
で
き
て
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
す
事

が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
一
年
間
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
の

活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も
達
が
大
き
く
成

長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
現
況

　
近　
藤　
　
修　

指
導
員
　
　
中　
島　
　
宏　

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
は
、
異
年
齢
の
小

中
学
生
が
年
間
を
通
じ
て
同
じ
グ
ル
ー
プ

で
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
を
行
い
，
協
調

性
や
思
い
や
り
の
心
を
育
み
、
郷
土
「
土

浦
」
に
対
す
る
理
解
と
愛
着
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
年

間
10
回
の
活
動
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
真
鍋
小
学
校
の
四
年
生
８

名
、
五
年
生
９
名
、
六
年
生
13
名
、
合
計

30
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
は
、
二
中
地
区
市

民
委
員
会
の
青
少
年
育
成
部
の
協
力
を
得

て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
の
三
つ
の
約
束

「
い
つ
も
元
気
に
あ
い
さ
つ
し
ま
す
。
ど

ん
な
と
き
に
も
友
だ
ち
を
大
切
に
し
ま

す
。
ど
ん
な
こ
と
に
も
思
い
き
っ
て
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
す
」
が
達
成
で
き
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
の
計
画
は
次
の
通
り
で
す
。

５
月　

開
講
式
・
ゲ
ー
ム
大
会

６
月　

う
ど
ん
作
り
と
博
物
館
見
学

７
月　

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
と
ガ
ス
の
科

学
館
見
学

８
月　

絵
手
紙
を
お
年
寄
り
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

９
月　

古
典
芸
能
「
薪
能
」
体
験

土
浦
市
に
は
、「
高
齢
者
ク
ラ
ブ
」
と

称
し
、
各
町
内
ご
と
に
60
歳
以
上
が
加
入

し
て
い
る
「
単
位
高
齢
者
ク
ラ
ブ
」
が
93

ク
ラ
ブ
あ
り
ま
す
。

二
中
地
区
で
は
真
鍋
一
丁
目
「
真
睦

会
」、
二
丁
目
「
二
桜
会
」、
四
丁
目
「
五

月
会
」、
六
丁
目
「
富
士
見
会
」、
東
真
鍋

町
「
健
康
ク
ラ
ブ
」、
真
鍋
新
町
「
芽
ふ

き
会
」、
木
田
余
西
台
「
西
福
寿
会
」、
木

田
余
東
台
「
東
福
寿
会
」
の
８
ク
ラ
ブ
が

あ
り
、
会
員
総
数
約
３
３
０
名
が
「
土
浦

市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
」
に
加
入
し
て

お
り
ま
す
。

単
位
高
齢
者
ク
ラ
ブ
で
は
、
名
称
、
目

的
、
事
業
、
役
員
、
任
務
等
、
会
の
運
営

に
必
要
な
会
則
を
も
と
に
、
特
色
あ
る
活

動
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
会
本
来
の
目
的

達
成
の
た
め
、
土
浦
市
か
ら
の
補
助
金
に

よ
り
、
社
会
奉
仕
に
関
す
る
事
業
、
健
康

増
進
に
関
す
る
事
業
、
教
養
講
座
に
関
す

る
事
業
を
市
内
共
通
の
事
業
と
し
て
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
、
単
位
ク
ラ
ブ
で
の
春
の
日
帰

り
研
修
、
秋
の
一
泊
研
修
、
情
報
交
換
の

月
例
会
、
二
中
地
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
主
催

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
（
年
２
回
）

な
ど
で
交
流
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

10
月　

筑
波
山
登
山

11
月　

二
中
地
区
文
化
祭
に
参
加

12
月　

動
物
愛
護
学
習

１
月　

シ
ニ
ア
体
験
、
車
い
す
体
験

２
月　

閉
講
式
と
特
製
ラ
ン
チ
作
り

５
月
17
日
㈰
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
生
27
名
、

羽
生
市
民
委
員
長
を
は
じ
め
、
真
鍋
小
学

校
の
廣
原
校
長
先
生
、
子
ど
も
福
祉
課
の

細
野
課
長
、青
少
年
育
成
部
員
の
皆
さ
ん
、

そ
し
て
た
く
さ
ん
の
保
護
者
の
方
々
の
ご

出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
無
事
開
講
式

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
宮
本
紳
一
さ
ん
他
２
名
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の
人
た
ち
の
指

導
で
ゲ
ー
ム
大
会
を
楽
し
く
行
い
ま
し

た
。６

月
13
日
㈯
に
は
、
さ
し
ま
少
年
自
然

の
家
に
出
か
け
、
う
ど
ん
作
り
と
近
く
に

あ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
・
茨
城
県
自

然
博
物
館
の
見
学
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。７

月
11
日
㈯
に
訪
れ
た
「
ガ
ス
の
科
学

館
」
で
は
、
ガ
ス
や
ガ
ス
の
送
ら
れ
る
仕

組
み
な
ど
の
展
示
を
見
た
り
、
各
ブ
ー
ス

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま

し
た
。

昼
食
後
は
、
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
で
す
。
近

づ
く
に
つ
れ
て
電
波
塔
の
高
さ
に
皆
び
っ

く
り
し
て
い
ま
し
た
。

活
動
紹
介

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
の

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆
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今
年
４
月
よ
り
、
前
地
区
長
の
軽
部
孝

次
郎
の
後
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
鈴
木
で

す
。西

真
鍋
町
は
、
昔
は
農
村
地
区
と
し
て

繁
栄
し
た
処
で
あ
り
、
ま
た
、
真
鍋
小
学

校
発
祥
地
で
も
あ
り
ま
す
。
近
年
は
新
し

い
住
宅
が
出
来
て
若
い
人
が
多
く
住
み
、

町
内
会
に
も
入
り
、
育
成
会
の
色
々
な
行

事
に
も
参
加
し
て
、
町
内
の
雰
囲
気
も
明

る
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
祭
礼
や
体
育
祭

に
は
、
婦
人
部
の
協
力
に
よ
る
炊
き
出
し

で
、
美
味
し
い
食
事
を
頂
い
て
い
ま
す
。

特
に
体
育
祭
は
こ
こ
７
～
８
年
、
良
い

成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。
町
内
一
体
と

な
っ
て
日
々
練
習
を
重
ね
て
お
り
、
終

わ
っ
た
後
に
は
反
省
会
を
し
て
来
年
に
備

え
ま
す
。
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、
昼
間

は
高
齢
者
、
夜
は
若
い
人
た
ち
が
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

殿
里
町
は
、
平
成
27
年
４
月
１
日
現

在
、世
帯
数
１
６
４
、人
口
３
２
５
人
（
男

１
５
８
、
女
１
６
７
）
で
す
。
農
業
従
事

者
が
多
く
高
齢
化
も
し
て
い
ま
す
が
、
皆

で
い
ろ
い
ろ
協
力
し
合
っ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
よ
り
、
団
塊
世
代
の
人
が

中
心
と
な
っ
て
殿
里
地
区
資
源
保
全
活
動

組
織
を
設
立
し
、
農
地
保
全
と
、
耕
作
放

棄
が
増
え
な
い
よ
う
に
、
特
に
用
水
路
、

排
水
路
の
清
掃
に
力
を
入
れ
、
環
境
保
全

の
た
め
、町
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

町
内
全
員
に
よ
る
ゴ
ミ
の
清
掃
を
、
年

２
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
た
め
池

の
周
り
の
椎
の
木
の
消
毒
も
毎
年
の
重
要

な
作
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
皆
で
協
力
し
、
豊
か
で
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

東
都
和
は
土
浦
市
の
北
西
に
位
置
す
る

住
宅
地
で
、
自
治
会
は
二
十
数
年
前
に
発

足
し
ま
し
た
。
そ
の
後
住
宅
が
増
え
、
今

で
は
約
二
百
世
帯
が
居
住
し
て
い
ま
す
。

比
較
的
世
帯
数
が
少
な
い
の
で
ま
と
ま
り

が
よ
く
、
地
域
の
活
動
に
住
民
が
積
極
的

に
参
加
し
、
和
気
藹あ

い

々あ
い

の
雰
囲
気
で
物
事

が
運
び
ま
す
。
同
好
会
の
活
動
も
活
発
で
、

住
民
同
士
の
絆
を
強
め
て
い
ま
す
。
中
央

に
児
童
公
園
が
あ
り
、
夏
祭
り
は
こ
の
公

園
で
開
催
さ
れ
、
地
域
の
親
睦
を
は
か
っ

て
い
ま
す
。
冬
祭
り
に
は
集
会
所
で
餅
つ

き
大
会
や
即
売
会
が
開
か
れ
ま
す
。

現
在
ご
多
分
に
漏
れ
ず
、
地
域
に
住
む

方
の
高
齢
化
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。
な

ん
と
か
若
い
方
が
東
都
和
地
区
に
入
居
さ

れ
、
今
後
こ
の
地
域
を
支
え
て
い
っ
て
頂

け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

土
浦
市
民
憲
章

わ
た
く
し
た
ち
は　

常
陸
野
に
た
つ

ゆ
る
ぎ
な
い
筑
波
と　

霞
ヶ
浦
の
ひ
ろ
が

り
を　

こ
こ
ろ
と
し
て
生
き
る　

土
浦
の

市
民
で
す
。　

こ
の
郷
土
に
は
ぐ
く
ま
れ

る
わ
た
し
た
ち
は　

秩
序
あ
る　

さ
わ
や

か
な　

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し　

期
待
と

ね
が
い
を
こ
め
て　

こ
こ
に
市
民
憲
章
を

さ
だ
め
ま
す
。

真
鍋
一
丁
目
　
　
　
　
　
本
橋
　
泰
雄

真
鍋
二
丁
目
　
　
　
　
　
塙
　
　
　
武

真
鍋
三
丁
目
　
　
　
　
　
皆
藤
　
嘉
宏

真
鍋
四
丁
目
　
　
　
　
　
勝
間
田
貞
美

真
鍋
五
丁
目
　
　
　
　
　
羽
生
　
佐
洪

真
鍋
六
丁
目
　
　
　
　
　
大
川
　
勝
己

東

真

鍋

町
　
　
　
　
　
下
田
　
　
衛

真

鍋

新

町
　
　
　
　
　
和
知
　
五
月

木

田

余

町
　
　
　
　
　
飯
山
　
孝
之

木
田
余
東
台
　
　
　
　
　
南
川
幸
之
進

木
田
余
西
台
　
　
　
　
　
名
和
　
幸
二

若
　
松
　
町
　
　
　
　
　
鈴
木
　
雅
美

西真鍋町
鈴 木 典 幸

趣味：ハンティング
トライアル競技（狩猟）

殿 里 町
岡 田 寿 夫

 趣味：釣り

東 都 和
西 岡 　 隆

趣味：ウォーキング
　　　帆船模型

二中
地区
二中
地区
新
地
区
長
紹
介

今
年
度
か
ら
新
た
に
地
区
長
に
就
任
さ
れ
た
３
人
の
方
々
を

ご
紹
介
し
ま
す
！

一
、
た
が
い
に
信
じ　

助
け
あ
う

　
　

あ
た
た
か
い
こ
こ
ろ
を

　
　

そ
だ
て
ま
し
ょ
う

一
、
か
ら
だ
を
き
た
え　

仕
事
に
は
げ
み

　
　

あ
か
る
い
家
庭
を
き
ず
き
ま
し
ょ
う

一
、
自
然
を
愛
し　

水
と
み
ど
り
の

　
　

き
れ
い
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
、
知
性
を
高
め　

教
養
を
つ
ち
か
い

　
　

文
化
の
み
の
り
を
ひ
ろ
げ
ま
し
ょ
う

一
、
伝
統
を
ふ
ま
え　

未
来
を
み
つ
め
る

　
　

若
い
力
を　

の
ば
し
ま
し
ょ
う
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こ
の
度
、
木
田
余
東
台
一
・
二
丁
目
と

三
・
四
・
五
丁
目
が
双
方
の
総
会
を
経
ま
し

て
、
め
で
た
く
合
併
が
成
立
い
た
し
ま
し

た
。去

る
４
月
25
日
に
は
、
合
併
総
会
を
開

催
し
、
役
員
人
事
、
会
則
、
運
用
規
定
、

事
業
計
画
、
予
算
（
案
）
に
対
し
て
慎
重

に
審
議
を
行
い
、
満
場
一
致
を
も
ち
ま
し

て
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
町
名
は
「
木
田
余
東
台
」
と
し
、

同
日
発
足
致
し
ま
し
た
。

総
世
帯
数
は
、
約
１
３
７
０
世
帯
を
数

え
、
土
浦
市
内
で
は
、
１
、２
を
争
う
規

模
と
な
り
ま
し
た
。

合
併
に
至
っ
た
最
大
の
理
由
は
、
何
と

い
っ
て
も
こ
の
台
地
に
お
け
る
２
町
内

が
、
多
く
の
サ
ー
ク
ル
活
動
を
介
し
て
、

親
密
な
交
流
を
行
っ
て
き
た
こ
と
に
起
因

し
ま
す
。
今
後
益
々
、
住
民
同
士
の
連
帯

意
識
が
高
ま
り
、
安
全
安
心
な
町
づ
く
り

に
つ
な
が
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
は
、
北
は
北
海
道
か
ら

南
は
九
州
・
沖
縄
ま
で
「
ふ
る
さ
と
の
文

化
」を
携
え
て
東
台
に
住
ん
で
お
り
ま
す
。

す
ば
ら
し
い
文
化
の
花
が
咲
く
と
思
い
ま

す
。
  

新
生
「
木
田
余
東
台
」
発
足

地
区
長　
南
川　
幸
之
進　

私
た
ち
は
、
こ
の
町
を
自
分
た
ち
の
ふ

る
さ
と
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
住
民
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
町
づ
く
り
を

し
て
、
若
い
世
代
に
引
き
継
い
で
行
く
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
旧
来
に
倍
す
る
ご
愛
顧
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

二中地区公民館管内人口及び世帯数
　　　　　　　　　　　　　　　（H27.4.1現在）

土浦市全域　　　世帯数　63,491戸　　人口　144,532人
二中地区管内
町内名 世帯数 人　口 町内名 世帯数 人　口

真鍋一丁目 251 477 真鍋新町 500 902
真鍋二丁目 347 693 殿里町 164 325
真鍋三丁目 242 514 木田余町 655 1,427
真鍋四丁目 791 1,824 木田余東台 1,369 2,991
真鍋五丁目 345 735 木田余西台 411 877
真鍋六丁目 736 1,574 若松町 666 1,407
東真鍋町 567 1,266 東都和 209 539
西真鍋町 262 598

合　計 7,515世帯 16,149人
　　　　　　　　　　　　　住民基本台帳を基にした人口（H24.10.1以降は外国人を含む）

　近年の地域社会の現状は、少子高齢化の進展
や相互扶助意識の希薄化などが進んでおり、市
民の皆様が地域生活を送るうえでの様々な課題
への対応や福祉的ニーズが高まっております。
そして、地域福祉の推進においてもそれらの課
題やニーズを的確に捉え、時代に合った支援体
制づくりが求められています。
　社会福祉協議会では、各中学校地区公民館に
支部職員（地域ケアコーディネーター）を配置
し、地域の身近な福祉の相談窓口として、関係
機関と連携しながら様々な相談に対応していま
す。
　社協真鍋支部は「住み慣れた地域で安心して
暮らしたい」という市民の皆様の願いを実現す
るため、市民参加のもと、小地域福祉活動を積
極的に展開していきます。
　本年度の事業計画は右のとおりです。

◎広報啓発活動
　・広報誌「つちうら社協だより」に支部事業
等を掲載

　・福祉情報誌「まなべの福祉」発行
　・各種行事への参加による広報活動

◎研修活動
　・支部委員研修の実施
　・宅配ボランティア研修の実施
　・児童福祉体験講座への協力

◎ふれあいネットワークの推進
　・要援護者や関係機関からの相談受付
　・要支援ケース検討会議の開催
　・二中地区民生委員児童委員協議会・二中地
区市民委員会との連携

◎地域福祉活動
　・宅配型食事サービス事業の実施
　・会食型食事サービス事業の実施
　・ひとり暮らし高齢者交流会の開催
　・ふれあい・いきいきサロンの推進
　・車椅子の貸出し（短期）

社協真鍋支部事業計画
〜誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくり〜
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碁
が
大
好
き
だ
っ
た
徳
川
家
康
の
言
に

「
人
の
一
生
は
、
重
き
荷
を
負
い
て
、
遠

き
路
を
行
く
が
如
し
。
急
ぐ
べ
か
ら
ず
、

不
自
由
を
常
と
思
え
ば
、
不
足
な
し
」
と

い
う
の
が
あ
る
そ
う
で
す
が
、
こ
の
最
初

に
あ
る
「
人
の
一
生
」
を
「
一
局
の
碁
」

と
言
い
換
え
れ
ば
、
絶
妙
な
囲
碁
の
格
言

に
成
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
実
際
問
題

と
し
て
、
碁
盤
の
向
か
い
側
に
い
る
我
が

碁
敵
殿
は
、
な
か
な
か
の
腕
前
で
、
こ
ち

私
た
ち
の
い
け
花
同
好
会
は
、
30
年
前

の
講
座
が
始
ま
り
で
し
た
。
講
座
終
了
後

に
も
う
少
し
学
び
た
い
と
の
強
い
希
望
が

あ
り
、
講
師
だ
っ
た
宇
田
川
先
生
に
お
願

い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
快
く
お
引
受
け
い

た
だ
き
、
同
好
会
を
結
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
ゆ
と
り
を
求
め

る
強
い
思
い
が
、
長
年
に
亘
り
会
が
続
い

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
会
の
行
事
と
し
て
は
、
年
１
回

二
中
地
区
文
化
祭
へ
の
参
加
が
あ
り
ま

す
。
普
段
の
い
け
花
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
す
る
場
と
し
て
、
個
人
の
い
け
花
の
発

表
は
も
と
よ
り
、
公
民
館
の
玄
関
前
や
階

同
好
会
紹
介

同
好
会
紹
介

同
好
会
紹
介

囲
碁
同
好
会

会
長　
荒
井　
榮
一　

い
け
花
同
好
会会

長　
松
島　
初
美　

モ
ン
キ
ー
の
会会

長　
西
川　
磨
由
美　

ら
の
思
う
よ
う
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
誠
に

不
自
由
千
万
な
こ
と
で
す
が
、
話
と
し
て

は
、
こ
う
で
な
く
て
は
面
白
く
な
い
の
で

す
。
ヨ
シ
!!
相
手
に
不
足
な
し
で
名
勝
負

が
楽
し
め
る
と
し
た
も
の
で
し
ょ
う
。

手
合
い
を
正
し
く
「
烏う

鷺ろ

を
楽
し
む
」、

認
知
症
防
止
、
切
磋
琢
磨
、
和
気
あ
い
あ

い
、
親
交
を
深
め
て
楽
し
い
一
日
に
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
現
在
は
毎
週
土
曜
日
の
午

後
、
講
師
を
置
か
ず
に
技
量
を
研
鑚
し
て

い
ま
す
。
初
心
者
に
は
懇
切
丁
寧
に
教
え

ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

段
へ
の
展
示
な
ど
に
も
力
を
入
れ
て
お
り

ま
す
。

文
化
祭
当
日
に
は
豚
汁
を
販
売
し
ま

す
。
前
日
か
ら
全
員
参
加
で
豚
汁
作
り
に

精
を
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
毎
年
12
月
に

は
、
通
常
の
月
と
違
い
ク
リ
ス
マ
ス
、
正

月
用
の
い
け
花
の
練
習
と
な
り
、
一
層
華

や
か
な
教
室
に
な
り
ま
す
。

四
中
地
区
公
民
館
の
講
座
修
了
後
に
ひ

ろ
み
先
生
と
有
志
十
数
名
で
始
め
た
、
ボ

ク
サ
サ
イ
ズ
の
サ
ー
ク
ル
で
す
。

現
在
は
毎
月
第
一
土
曜
日
の
午
前
中
に

90
分
の
運
動
を
し
て
い
ま
す
。
ひ
ろ
み
先

生
の
楽
し
い
お
話
と
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
呼

び
合
う
親
密
さ
で
四
年
間
続
い
て
い
ま

す
。
ひ
ろ
み
先
生
は
勉
強
熱
心
で
、
ボ
ク

サ
サ
イ
ズ
以
外
に
も
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
じ

て
、
カ
ー
ヴ
ィ
ー
ダ
ン
ス
や
ロ
ン
グ
ブ
レ

ス
、
自
力
整
体
な
ど
を
教
え
て
下
さ
い
ま

す
。
充
分
な
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
を
し

て
か
ら
運
動
を
行
い
ま
す
。
60
歳
代
の
人

で
も
無
理
の
な
い
範
囲
で
運
動
が
で
き
ま

す
。い

つ
で
も
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま

す
の
で
、
気
軽
に
見
学
に
来
て
下
さ
い
。

運
動
は
二
中
地
区
公
民
館
の
集
会
室
で

行
っ
て
い
ま
す
。

（
平
成
27
年
３
月
購
入
）

◎
フ
ラ
ン
ス
人
は
10
着
し
か
服
を
持
た
な
い

ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
Ｌ
・
ス
コ
ッ
ト

◎
キ
ャ
プ
テ
ン
サ
ン
ダ
ー
ボ
ル
ト

阿
部
和
重
・
伊
坂
幸
太
郎

◎
サ
ラ
バ　

上　
　
　
　
　

西　

加
奈
子

◎
サ
ラ
バ　

下　
　
　
　
　

西　

加
奈
子

◎
銀
翼
の
イ
カ
ロ
ス　
　
　

池
井
戸　

潤

◎
マ
ス
カ
レ
ー
ド
イ
ブ　
　

東
野　

圭
吾

◎
お
金
が
貯
ま
る
の
は
ど
っ
ち
？

　
お
金
に
好
か
れ
る
人  

嫌
わ
れ
る
人
の
法
則

菅
井　

敏
之

◎
今
日
も
嫌
が
ら
せ
弁
当　
　
　

kaori

◎
ず
さ
ん
な
家
計
を
整
え
ま
し
た

上
大
岡
ト
メ

◎
宿
坊
さ
ん
ぽ　
　
　
　
　

上
大
岡
ト
メ

◎
イ
ギ
リ
ス
の
ス
ラ
ン
グ

　
　

ア
メ
リ
カ
の
ス
ラ
ン
グ

ル
ー
ク
・
タ
ン
ク
リ
フ

◎
学
年
ビ
リ
の
ギ
ャ
ル
が

　
　

一
年
で
偏
差
値
を
40
上
げ
て

　
　
　

慶
応
大
学
に
現
役
合
格
し
た
話

坪
田　

信
貴

（6）



講
師
の
望
月
操
先
生
に
、
と
て
も
熱
心

に
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
座
の
雰

囲
気
も
和
気
あ
い
あ
い
と
し
て
、
毎
回
と

て
も
楽
し
く
参
加
し
ま
し
た
。

真
鍋
台

3

3

3

と
は
、
新
住
居
表
示
前
の
呼
び

名
で
、
現
在
の
真
鍋
四
丁
目
・
五
丁
目
・

六
丁
目
に
あ
た
り
ま
す
。開
設
に
あ
た
り
、

名
前
だ
け
で
も
残
し
た
く
、
交
流
を
深
め

た
い
と
い
う
思
い
で
こ
の
よ
う
に
学
級
名

が
決
ま
り
ま
し
た
。

今
年
は
開
級
し
て
44
年
目
に
な
り
ま
す
。

努
力
目
標
は
、
心
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、

“
守
ろ
う
霞
ヶ
浦
の
水
”
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、明
る
い
町
づ
く
り
に
務
め
る
事
で
す
。

〈
今
年
度
の
計
画
〉

○
開
級
式
○
移
動
教
室
○
学
級
生
大
会

○
ふ
れ
あ
い
学
習
（
鹿
島
神
社
祭
礼
・
キ

ラ
ラ
祭
り
・
二
中
地
区
文
化
祭
の
参
加
）

○
防
災
教
室
（
防
災
の
備
え
・
救
急
時
の

応
急
手
当
）
○
環
境
学
習
（
花
い
っ
ぱ
い

運
動
・
廃
油
回
収
）
○
健
康
教
室
（
医
師

会
に
よ
る
講
話
）
○
手
芸
教
室

木
田
余
東
台
の
女
性
団
体
「
花
み
ず
き

会
」
が
10
年
目
の
昨
年
か
ら
「
木
田
余
東

台
社
会
学
級
」
に
な
り
ま
し
た
。

社
会
学
級
は
、
土
浦
市
の
生
涯
学
習
課

の
事
業
で
市
民
の
自
主
的
な
社
会
教
育
に

関
す
る
学
習
グ
ル
ー
プ
で
す
。
生
活
課
題

（
環
境
・
安
全
・
健
康
・
教
養
）
に
関
す

る
学
習
や
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
を
行
い
ま
す
。

公
民
館
の
安
全
部
と
合
同
の
講
演
会
、

毎
月
の
青
空
太
極
拳
と
手
芸
、
土
浦
の
歴

史
を
学
ぶ
街
歩
き
や
ハ
イ
キ
ン
グ
も
実

施
し
て
い
ま
す
。「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

受
講
生
か
ら
の

受
講
生
か
ら
の

前
　期
　講
　座

声声

岩
絵
の
具
と
ニ
カ
ワ
で
初
め
て
の
日
本
画
を

野
中　
佑
起
男　

真
鍋
台
婦
人
学
級

学
級
長　
中
澤　
玲
子　

木
田
余
東
台
社
会
学
級

学
級
長　
新
井　
三
希
子　

近
年
報
道
さ
れ
て
い
る
悪
質
な
訪
問
販

売
や
オ
レ
オ
レ
詐
欺
に
遭
わ
な
い
た
め
に

も
、見
る
目
、聞
く
耳
を
し
っ
か
り
持
っ
て

手
を
つ
な
い
で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

バ
ル
in
東
台
」
の
実
行
委
員
や
、「
か
す

み
が
う
ら
マ
ラ
ソ
ン
」
で
は
、
道
の
清
掃

と
40
㎞
ポ
ス
ト
の
給
水
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

行
っ
て
い
ま
す
。

６
月
に
は
「
湖
上
体
験
学
習
」
事
業
で
、

霞
ヶ
浦
に
つ
い
て
学
び
、
水
の
恵
み
と
市

民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
て
い
る

「
潮
来
あ
や
め
園
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

初
日
に
、
日
本
画
の
用
具
等
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
岩
絵
の
具
に
つ
い
て
は
、

宝
石
（
珊さ
ん

瑚ご

、
翡ひ

翠す
い

）
な
ど
を
砕
い
た
も

の
も
あ
り
、
特
に
青
（
群ぐ
ん

青じ
ょ
う）
は
か
な
り

高
価
だ
と
聞
い
て
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

実
際
に
絵
を
描
い
て
み
る
と
、
岩
絵
の

具
は
粒
子
が
粗
く
、
重
ね
塗
り
を
し
て
も

下
に
塗
っ
た
色
が
粒
の
間
か
ら
透
け
て
見

え
て
、
幾
重
に
も
重
な
り
合
っ
て
出
来
る

そ
の
複
雑
な
色
や
、
自
然
界
に
あ
る
物
を

使
用
し
た
色
が
私
は
大
好
き
で
す
。
ま
だ

ま
だ
自
分
が
イ
メ
ー
ジ
し
た
よ
う
に
は
、

全
然
描
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
気
持

ち
が
集
中
し
て
心
が
穏
や
か
に
な
る
の
が

良
か
っ
た
で
す
。

日
本
画
は
、
と
て
も
奥
が
深
い
世
界
だ

と
思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
も
機
会
が
あ
れ

ば
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。
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真
鍋
の
桜
特
集
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ

う
か
？
紹
介
記
事
に
は
会
長
さ
ん
の
情
熱

が
、
写
真
に
は
撮
影
者
の
技
術
の
高
さ
が

伝
わ
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
来
年
も
ぜ

ひ
と
も
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
！

編

集

後

記

編

集

後

記

編

集

後

記

今
年
も
真
鍋
小
学
校
の
桜
が
見
事
に
咲

き
誇
り
、「
真
鍋
の
桜
を
楽
し
む
集
い
」

を
大
盛
況
の
も
と
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
土
浦
市
桜
祭
り

の
一
環
と
し
て
４
月
の
第
一
土
曜
日
に
行

う
も
の
で
す
が
、
真
鍋
小
な
で
し
こ
会
を

実
行
委
員
と
し
て
今
年
で
20
回
目
を
迎
え

ま
し
た
。
真
鍋
の
桜
は
今
年
で
１
０
８
歳

に
な
る
染
井
吉
野
で
、
県
の
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
満
開
の
時
期
に

は
度
々
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

最
近
は
県
外
か
ら
も
お
い
で
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
時
に
は
周
囲
道
路
の
渋
滞
緩

和
の
た
め
、
真
鍋
連
合
青
年
会
、
交
通
安

全
協
会
及
び
市
民
委
員
会
安
全
部
の
方
々

に
、
交
通
整
理
と
駐
車
場
へ
の
案
内
の
協

力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
校

庭
で
は
桜
の
歴
史
に
ま
つ
わ
る
説
明
と
、

ク
ロ
ー
ン
桜
の
説
明
を
桜
保
存
会
の
方
々

に
行
っ
て
い
た
だ
き
好
評
で
し
た
。

昼
の
部
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
な
で
し

こ
会
、
真
鍋
小
・
二
中
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
に
よ

る
手
作
り
桜
餅
や
桜
茶
の
振
る
舞
い
、
消

防
は
し
ご
車
の
搭
乗
体
験
や
懐
か
し
い
紙

芝
居
、
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
に
よ
る
遊

び
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
更
に

は
、
真
鍋
の
お
囃
子
会
に
よ
る
演
奏
や
、

Ｎ
Ｔ
Ｓ
写
真
同
好
会
に
よ
る
桜
写
真
展
が

華
を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
二
中
地
区
公
民
館
を
練
習
場
所

と
し
て
い
る
愛
好
会
の
方
々
に
も
毎
年
参

加
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
年
は
琴
友
会
に

よ
る
大
正
琴
の
演
奏
が
と

て
も
煌き
ら

び
や
か
で
し
た
。

夜
の
部
に
お
い
て
は
毎

年
恒
例
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
校
舎
か
ら
の
照
明

と
共
に
15
基
の
灯
光
器
に

よ
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行

い
、
桜
の
下
で
の
和
太
鼓

演
奏
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
小
学
校
５
階
ホ
ー
ル

開
放
に
よ
り
土
浦
市
街
の
夜
景
と
夜
桜
を

一
望
し
な
が
ら
聞
く
リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室
の

先
生
に
よ
る
ピ
ア
ノ
演
奏
は
、
大
変
好
評

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
「
真
鍋
の
桜
を
楽
し
む
集
い
」

を
継
続
し
、皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

た
め
に
は
、地
域
の
宝
で
あ
る
真
鍋
の
桜

を
、桜
保
存
会
を
は
じ
め
と
し
て
大
切
に
見

守
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
集
い
に
心
が
け
て
い
き
ま
す
の

で
、ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

真
鍋
の
桜
を
楽
し
む
集
い

真
鍋
の
桜
を
楽
し
む
集
い

真
鍋
の
桜
を
楽
し
む
集
い

　
毎
年
４
月
に
開
催
さ
れ
て
い
る
「
真
鍋

の
桜
を
楽
し
む
集
い
」。
今
回
は
実
行
委

員
の
真
鍋
小
学
校
な
で
し
こ
会
・
野
坂
市

郎
会
長
に
よ
る
紹
介
記
事
と
、
二
中
地
区

写
真
ク
ラ
ブ
撮
影
の
写
真
で
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

特集

朝もやの中で…

土浦市街を望む

夜桜
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